
 

 

 

令和 2年度 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

第３回 地域福祉部会 

 

日 時：令和２年10月 8日（木） 18 時 00 分～20時 11 分 

 

場 所：北広島市役所 3 階 会議室３D 

 

◇北広島市保健福祉計画検討委員会委員 

出席者：小早川委員（部会長）、石丸委員（職務代理者）、川島委員、今井委員、 

奥田委員、小池委員、大西委員、成田委員、三瓶委員、松坂委員 

 

◇事務局 

福祉課：鈴木課長、渡邉主査、前原主査、伊藤主事 

健康推進課：髙嶋課長、松原主査、野切主査、木村主任 

  

◇傍聴者 2名 

≪議事概要≫ 

 

１ 開会 

 

２ 部会長挨拶 

 

３ 議事録署名委員の指名 

議事録署名委員に今井委員、石丸委員を指名 

（異議なし、承認） 

 

４ 報告事項 

事務局：(1)アンケート調査について、資料１を基に説明 

(2)現計画の評価、課題については、令和 2年の特徴的な取り組み状況を説明 

（異議なし、承認） 

 

５ 協議事項 

事務局：次期計画の期間について、資料を基に説明 

    第 5期地域福祉計画、健康づくり計画（第５次）の期間については６年とします。 

    次期計画の方向性及び課題について、地域福祉計画及び健康づくり計画について資料

をもとに説明 

部会長：事務局からの協議事項について意見や質問はありませんか。 

（異議なし、承認） 

 

事務局：次期計画の方向性及び体系について、資料を基に説明 

部会長：事務局からの協議事項について意見や質問はありませんか。 

議事概要 



委 員：事務局の資料によりますと、自殺者の 80％に同居者がいたと報告を受けましたので

自殺者に同居者の有無で比較をしていますが、人口比を考慮して比較して、どのくら

い自殺リスクがどの世帯が高いのかを分析した評価指標を踏まえて判断するべきで

はないかと考えますがいかがでしょうか。 

事務局：人口比を考慮した指標は作成していませんので、本市の状況を整理して検討をしたい

と考えております。 

委 員：全国の自殺者が2万人となり、交通事故で亡くなられている方は7千人ということか

ら、自殺者は非常に多い状況となっています。自殺の原因や、そのような兆候のある

人などは、非常に見つけづらいので、行政も含めた方たちで包括的に対応して自殺防

止をしていくことが非常に大事なことだと思っておりますので、こういった状況も含

めて、健康づくり計画には、具体的な対応、対策を講じていただくことが大切なこと

だと思っております。 

部会長：自殺者は、2万人を超え、世界的に見ても日本は高い水準にあるとの報告もあります。

どのようにして自殺を未然に防ぐことができるのかということを、健康づくり計画で

整理していくことになります。 

委 員：健康づくり計画（第４次）の4基本的な方向性に関する評価の中で、平成 22年度と

平成 27 年度の健康寿命の比較を記載してありますが、その時の市の平均寿命は何歳

ですか。 

事務局：平成27年の健康寿命となりますが、男性80.82 歳、女性が86.83 歳、北海道の計画

の指標を参考とさせてもらっております。平成 22 年度のものは、現在手持ち資料に

はありませんので、後ほど回答します。 

委 員：事務局の説明を聞くと、平均寿命と健康寿命の期間が短いので、介護を必要とする人

は、北広島市においては少ないということでしょうか。 

事務局：国、北海道、市町村で示している健康寿命及び平均寿命の計算方法が違い一概に比較

ができるものとなっておりませんことから、今回お示しした指標をもって、介護を必

要とする人は、北広島市においては少ないと判断するのは難しいと考えております。 

市町村の健康寿命については、介護度が要介護2~5の認定者数（H28年 1月）と人

口（国勢調査）、死亡数（H23~27年人口動態統計）を基礎情報として、「日常生活動

作が自立している期間の平均」を算出しておりますので、国の指標とはかい離があり

ます。北海道の健康寿命については、国民生活基礎調査における「日常生活に制限の

ない者の割合」と北海道の人口、死亡数を基礎情報として、定常人口と生存数を用い

て「日常生活に制限のない期間の平均」を算出しております。 

委 員：この計画の期間は、６年間となり、コロナ禍の中で、人と人とのつながりをつくるた

めに、いろんなイベントを含めた計画を立てていますが、なかなか思いどおりに進ま

ない状況となっています。 

この状況がいつまで続くかわからない状況の中で、どのようにコロナ禍のことを盛り

込んで計画を策定していくのか教えていただきたい。 

また、今後、この計画の進行管理を行うのかも確認をしたい。 

事務局：コロナ禍を考慮して計画を策定するのは難しいかと思われますので、通常の状態とし

て計画の策定を進めております。 

しかしながら、ほかの福祉諸計画や国の方向性などを注視しながら、国の方向性が示

され、状況が大きく変化した場合はコロナ禍での対応について計画に組み入れること

も検討をする必要があるかと考えております。 

次に、現計画と同様に進行管理を行っていく予定となっております。今回策定する計

画の最初の進行管理につきましては、令和４年 2月ごろに保健福祉計画検討委員会を

開催する予定となっております。 

委 員：北広島市で、亡くなられる方が何人か、出生する方が何人か 



事務局：出生数は、300 を切って 200 台となっております。死亡者数は年々増えておりまし

て、500~600 台となっておりまして、出生数より死亡者数の方が多くなっておりま

す。 

委 員：生まれる方より死亡している方が多い状況となっておりますことから、子どもから高

齢者まで、全世代向けの政策に力を向ける方向で検討を進めるべきではないでしょう

か。 

委 員：報告の中で相談窓口の充実をしてほしいとの意見が多かったと思いましたが、小さい

子ども、高齢者の相談窓口については、充実してきているかと思いますが、高校生ぐ

らいの年齢の相談窓口が、どこに相談をするか相談者が迷っていると思われる。 

たとえば、問題が発生した際に、学校や友達などの相談をしたいと思っている人から、

「北広島市では、どこに相談に行けばいいのかわからない」と言われたことが何度か

あるが、その場合は、道教委となるのか、子ども家庭課に相談となるのか。 

高校生ぐらいの年齢、高校を卒業したぐらいの年齢の子どもたちはどこに相談すべき

か迷っている状況となり、不信感を抱いたりしています。それにより、自殺につなが

るケースもあります。この子たちの相談をするときに、道教委であれば札幌まで行か

ないといけないのか、北広島市に相談窓口があるのかを知りたい。 

事務局：相談窓口の体制については、第5期地域福祉計画の体系にもありますとおり総合相談

体制を充実していく必要があります。 

北広島市におきましては、高齢者、障がい者は相談事業所を社会福祉法人などに専門

職の相談職員を配置して、市の体制としても、高齢者、障がい者相談担当、子ども家

庭課に専門職等を配置して相談体制に充実をしてきております。 

高校生の年代の方の相談については、どの窓口で相談をされても断らず横断的に対応

をさせていただくこととなります。 

委 員：第 4期地域計画の中で高齢者の孤立死は何件くらいありますか 

事務局：手元に資料がございませんので後ほどお答えします。 

 

6 その他 

7 閉会 

 

 

 

 

 

 


